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議会改革調査特別委員会で慎重審議
　検討項目のなかで特に時間をかけて調査を進めたのが「議員定数の削減」でし
た。　「明日の湯前町を考える会（代表　森崎勝 氏）」から提出された要望書に基づ
き、計７回の委員会を開催しました。　しかし全ての議員の意見を統一することが
できなかったため、最終的に採決を行い、次期改選（令和６年１１月）においての
議員定数は、現状（１０人）を維持することを本委員会の結論としました。　

議員定数の個人的見解
　町の予算や条例などは、議員の賛否で決まります。　その議員は町民の皆さまか
ら選ばれており、「みんなで決める政治」が議会制民主主義です。
　多様な意見を収集し、客観的に審議し、採決するためには、一定数の議員が必要
です。　８人の議会と１０人の議会、どちらが提案力や監視力が強いでしょうか？　
表決において、４人の賛成で決まる議会と５人の賛成で決まる議会、民主主義(多
数決の原理)はどちらの議会が機能しているでしょうか。　関連して、常任委員会の
定数は、湯前町が５人(定数１０人)、水上村が４人(定数８人)であり、委員長を除く
と、湯前町は３人、水上村は２人の賛成で物事が決まります。　民主主義の権力を
少数の議員に任せることは、発言力のある者の独裁になる可能性があります。　議
会の議決には重大な責任があり、多数決の原理で決められるため、議会制民主主義
に基づく議員定数はとても重要です。
　「議会制民主主義を理解している人」や「議員の仕事に熱意を持って取り組まれ
ている方」からは、安易に「定数削減」の言葉は出てこないでしょう。　

議員定数編

※金子議長と椎葉委員長は、特別委員会の表決に含まれません。



町　村 議員定数
人　口

(令和５年２月末)
定数削減の理由など

産山村 ８人 １４０６人 無投票

南小国町 ９人 ３８２７人 無投票

津奈木町 １０人 ４４３３人 無投票(２期連続)

御船町 １４人 １万６９７９人 無投票

益城町 １８人 ３万３４２７人 無投票

町　村 議員定数
人　口

(令和６年３月末)

五木村 ８人 ９３５人

水上村 ８人 １９６７人

球磨村 １０人 ２７３５人

山江村 １０人 ３１９３人

相良村 １０人 ３９９６人

＜討議資料＞

他町村との比較
　定数８人の五木村と水上村の人口は
いずれも２０００人未満で、人口減少
による「なり手不足」の影響が大きい
と思われます。　両村の議員にお話しを
伺うと、議員定数の最低限は１０人が
妥当であるとの意見が多いようです。　

議員のなり手不足
　町村の人口に関わらず、
議員の「なり手不足」が全
国的に深刻な問題になって
います。　令和５年４月に
行われた統一地方選挙で
は、熊本県内の５町村が無
投票でした。　また令和６
年４月改選のあさぎり町も
無投票でした。

湯前町の動向
　本町の議員定数は、昭和５８年に１６人から１４人に削減。　その後、平成１６
年には行財政改革の一環として１４人から１１人に削減し、同時に議員報酬も削減
しています。
　直近の定数削減は、山下前議長が議会運営委員会に諮問した平成２４年です。　
当時、議会運営委員会は「人口４０００人を下回った場合、議員定数を１０人にす
る」という答申をしていました。　しかし、無投票になる可能性があるという理由
で、選挙の直前に定数を１１人から１０人に削減しました。　結局、立候補者は３
人オーバーとなり勇み足の結果になりました。　本町はこれまで無投票がなく、一
度も「なり手不足」になったことがありません。　

　　　「議員定数の正しい理解」や「他町村の状況」を鑑みますと、
　　　　　議員定数の最低限は１０人が妥当であると考えます。

　本町より人口が多い町村においても「無投票」になる時代です。　議員だけで
なく社会全体の人手不足が課題であり、人口減少を前提にした「まちづくり」
や「生産性の向上」に対応できる政治家選びが重要です!!


